
第６学年 図画工作科学習指導案 

  

１ 題材  アルミ缶チェンジ  

（くねくねアート） 

２ 指導観 

○ 本題材は，材料の特徴を生かしながら，

アルミ缶を切ったり組み合わせたりして作

品づくりをし，場所のもつイメージを変え

ることをねらいとしている。また，次の４

点から，本題材は造形的な資質や能力を伸

ばす上で有意義であると考える。 

  ・ 軟らかく，簡単に加工ができるアルミ

缶を初めて主材料とするため，子どもた

ちは喜びをもって，自分の表現意図にあ

った作品を意欲的につくっていくことが

できる。また，場所のもつイメージを変

えるという意識を継続して作品づくりを

行うことで，“こんなイメージにしたい”

という表現意図を継続して取り組むこと

ができる。 

  ・ アルミ缶には，一定の強度がある・色

がついている・光を反射する・簡単に切

れる・折れる・形状が維持できるなどの

特徴がある。また，アルミ缶によっては，

色や表面の形が独特のものがあり発想を

広げることができる。子どもたちは，こ

んな環境に変えたいという願いをもち，

材料の特徴を生かして環境の変化を考え

ることができる。 

  ・ 主材料であるアルミ缶は，切る・折る・

曲げる・組み合わせるなど児童の表現意

図に合わせて形成ができ，つくった形状

も維持することができる。 

  ・ 製作途中や完成段階で鑑賞することで，

互いの表現のよさや美しさを見つけ，自

分の作品に生かすことができる。 

○ 本学級の児童は，１学期に「わたしの町」

の学習で，見慣れた景色の中から自分のお

気に入りの風景を絵に表す活動を行った。

また，「ユラユラクルクル 針金のクランク

で」の学習ではクランクの動く仕組みを何

度も試しながら，その特徴を生かした発想

をし，楽しんで作品づくりに取り組んでき

た。 

１学期に行ったアンケートによると，「図

工の学習が好きではない」と答えた児童は

学級全体の ％であった。「好きではない」

の理由の ％が「絵が苦手」「細かい作業が

苦手」という技能面を挙げ， ％が「絵が

嫌い」「めんどくさい」という関心・意欲面

を挙げた。このことから，本学級の児童に

は，技能面での支援と，意欲をもたせる工

夫が必要であると考える。 

また，「自分のかきたいことやつくりたい

ことが見つからない」児童は学級全体

の ％であり，その全員が「ものをつくっ

たり，かいたりして環境を変える」経験が

なかった。反対に「自分のかきたいことや

つくりたいことが見つかっている」児童は，

「環境を変える」ことを意識していること

がわかった。このことから，表現主題を見

つけ意欲をもたせるためには，自分の作品

を飾って環境を変えることまで意識した指

導の工夫が必要であると考える。 

○ 本題材の指導にあたり，アルミ缶などの

柔軟金属を主材料として使う題材は，子ど

もたちにとって初めての体験であるので，

アルミ缶を加工する体験を充分にとる。ア

ルミ缶のもつ特徴を整理し，表現段階での

意欲や発想につなげる。 

次に，“環境をそのままで見た場合と作品

を飾って見た場合”や“作品を単体として

見た場合と場所に飾って見た場合”の受け

る印象の違いを比較させる。作品を飾るこ

とで場所のもつイメージが変わることや，

自分が意図する場所に飾ることで作品もよ

り栄えることを学ばせる。自分の変えたい

場所を見つけ，アルミ缶の特徴を生かした

作品でその場所のもつイメージを変えられ

るよう，自分の表現意図を言葉で表す。ま



た，アイデアスケッチはどのような特徴を

使うのかも意識できるよう，絵や言葉で表

現させる。また友だちと表現意図を交流す

る場面を設定することで，お互いの発想の

よさに気づき，自分の発想をさらに深める

ことができると考える。 

自分の表したいことが決まったら，表現

意図に沿った作品づくりを行わせる。作品

づくりは自分の思いに合った表現が大切で

あることを伝え，アイデアスケッチにこだ

わらないでいいことを確認する。どのよう

な作品をつくってイメージを変えたいのか

を問いかけ，表現意図を想起させる。製作

途中には，同じ表現意図でも違う表現方法

をしている子どもを紹介し，表現のよさや

美しさを取り入れられるようにする。作品

と環境との調和が図れたか，また自分の表

現意図に合っているか確かめられよう，自

分の変えたい場所の写真を用意する。友だ

ちの作品のよさや美しさなどを感じ取り，

自分の作品に生かせるよう，表現の途中に

は中間鑑賞会を行う。 

鑑賞では，作者の表現意図をより感じら

れるよう，“作品がないそのままの場所”と

“作品を置いての場所”を比べさせる。友

だちの表現意図を考えさせることで，場所

のもつイメージがどのようにかわったのか

をより深くとらえることができるようにす

る。 

 

３ 目標 

○ 自分の表現意図に合うものを，アルミ缶

でつくることを楽しむことができる。 

（造形への関心・意欲・態度） 

○ 場所や材料の特徴を生かして発想し，場

所のもつイメージを変えることを考える

ことができる。   （発想や構想の能力） 

○ 材料や用具を安全に使用して，自分の表

現意図に合った作品をつくることができる。            

（創造的な技能） 

○ 自他の作品を鑑賞し合い，材料や場所の

特徴を生かしたよさや美しさなどを伝え合

うことができる。   （鑑賞の能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４  題材における評価規準・指導事項・指導方法 （全６時間） 

 
学習活動 

関 

意 

発 

構 

技 

能 

鑑 

賞 具体の評価規準 指導事項 指導方法 

材
料
の
特
徴
を
知
り
、
扱
い
に
慣
れ
る 

１．教科書や参考

作品を見て興味

をもつ。 
２．実際に材料に

触れて，特徴に

気付く。 
（２時間） 

○ ○ ○ ○ 

・ 参考作品からアルミ缶を使

った作品のよさや美しさを

感じ取ることができる。（鑑） 
・ アルミ缶を加工するための

用具を安全に使うことがで

きる。（技） 
・ 材料に興味をもち，楽しん

でつくることができる。（関） 
・ アルミ缶を加工し，様々に

変化させることができる。

（発） 
 

○ アルミ缶の安全な扱い

方。 
 ・作業用手袋をする 
 ・切れ端は集める 
○ リサイクルばさみの使

い方。 
 ・アルミの切り方 
○ アルミ缶の特徴を味わ

わせ，作品に生かすこと。 
 ・一定の強度がある，色が

ついている，曲面があ

る，光を反射する簡単に

切れる，折っても形状を

維持できる 
 ・切込みや接着剤，ステー

プラーなどで組み合わ

せることができる 
 

・ どのような加工ができる

のか参考作品を鑑賞させ興

味をもたせる。 
・ 紙や鉄との違いを考えさ

せアルミの特徴やおもしろ

さに気付かせる。 
・ 実際に材料に触れ加工す

ることで特徴に気付かせ

る。 
・ 友だちと交流させ，アル

ミ缶の特徴や発想に気付か

せる。 
・ アルミ缶の特徴を整理す

る。 
 

表
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る 

３．場所からつく

りたいものを発

想し，表現への

見通しをもつ。 
（１時間） 

○ ○   

・ 場所の特徴を考え，イメー

ジを変えたい場所を見付け

ることができる。（関） 
・ 作品を飾ることで場所のも

つイメージがどう変化する

のかを発想することができ

る。（発） 
・ アルミの特徴を使ってどの

ような作品をつくれば，自分

の表現意図にあったイメー

ジにできるか考えることが

できる。（構） 

○ どの場所に飾りそのイ

メージをどのように変え

たいのか，そのためにどの

ような特徴を使ってどの

ような作品にするのかを

明確にすること。 

・ “場所をそのままで見た

場合と作品を飾って見た場

合”や“作品を単体として

見た場合と場所に飾って見

た場合”を比較する。 
・ 図工ノートに「どの場所

を・どのような特徴やよさ

で・どのように変えたいの

か」をかかせ，アイデアス

ケッチをさせる。 
・ 友だちと表現意図を交流

させ発想を広げさせる。 

材
料
の
特
徴
を
生
か
し
て
表
す 

４．材料や用具を

使い表現する。 
（２時間） 
（本時１/２） 

○ ○ ○ ○ 

・ 場所のもつイメージを変え

ることに関心をもち，意欲も

って作品づくりに取り組む

ことができる。（関） 
・ つくりながら新しい発想を

したり，つくりかたを試した

りしながら，より表現意図が

表れるように考えることが

できる。    （発・構） 
・ 材料や用具をつかって自分

の表現意図に合ったものを

つくることができる。（技） 
・ 友だちの作品から環境と関

わっているよさや美しさな

どを見付けることができる。

（鑑） 

○ 自分表現意図に合わせ

て作品づくりを行うこと。 
○ ペンチの使い方。 
 ・折る，曲げる，切る 
○ 針金の使い方 
○ 場所やアルミ缶の特徴

を生かした作品づくりを

行うこと 
○ 友だちの作品から発想

をより広げ，作品に生かす

こと。 

・ 前時までの活動を振り返

りアルミ缶の特徴を確認す

る。 
・ 図工ノートを振り返らせ

自分の表現意図を想起させ

る。 
・ 自分がイメージを変えた

い場所の写真を用意する。 
・ 似た場所や表現意図の児

童でのグルーピングを行

う。 
・ 中間鑑賞会を設定し，互

いの作品を見合わせる。 



鑑
賞
す
る 

５．お互いの作品

を鑑賞する。 
（１時間） 

○   ○ 

・ 互いの作品を鑑賞する活動

に意欲的に取り組んでいる。

（関） 
・ 自分や友だちの作品からよ

さや美しさを見付け，伝える

ことができる。（鑑） 

○ どのようにイメージを

変えたかったのか，そのた

めにどのような工夫をし

たのかなどの作品紹介を

すること。 
○ 友だちの表現意図に気

付き，よさや美しさを伝え

ること。 
○ 場所のもつイメージの

変化を意識して作品の鑑

賞ができたか自己評価す

ること。 

・ “作品がないそのままの

場所”と“作品を置いての

場所”を比べさせる。 
・ 友だちの作品を見て場所

のもつイメージがどのよう

に変わったのか言わせる。 
・ 子どもがよさを認め合え

るような活動提案の工夫を

行う。 
 

 



５ 本時 

平成 22 年 11 月 日（ ） 校時 図工室 

 
６ 本時目標 

○ 場所のもつイメージを変えることに関心

をもち，楽しんで表現することができる。 
（造形への関心・意欲・態度） 

○ つくりながら新しい発想をしたり，つく

りかたを試したりしながら，表現意図がよ

く表れる方法を考えることができる。 
（発想や構想の能力） 

○ 材料や用具を使って自分の表現意図に合

ったものをつくることができる。 
（創造的な技能） 

○ 友だちの作品から場所と関わっているよ

さや美しさを見付けることができる。 
（鑑賞の能力） 

 
７ 授業仮説 

 図工ノートを使って表現意図を確かめられる

工夫を行えば，場所のもつイメージを変えたい

という思いを継続してもつことができ，場所や

材料の特徴を生かして自分の表現意図に合った

作品づくりができるであろう。さらに，グルー

ピングの工夫を行えば，表現意図は同じでも違

う表現方法をしているよさや美しさに気付き，

自分の表現に生かすことができるであろう。 
 
８ 準備 

 ○ アルミ缶の特徴を整理した掲示物 
 ○ イメージを変えたい場所の写真 

○ 前時までの学習を見取った補助簿 
 
９ 本時の指導と評価の考え方 

 本時は，場所や材料の特徴を生かして自分の

思いにあった作品を，用具を使ってつくってい

くことがねらいである。 
 本時の指導にあたっては，まず，図工ノート

や既習の掲示物を使って，色がある・きらきら

している・潰すことができる・切ることができ 

る・形を維持することができるなどのアルミ缶

の特徴を確認する。アルミ缶を加工するための

切り込みを使った接合の仕方や用具の正しい使

い方なども確認する。また，子どもたちは前時

の振り返りをすることで，表現意図を確認し意

欲を高めることができるであろう。さらに，ペ

ンチと針金の使用方法について教え、自分の表

現に生かせるようにする。 
 次に，実際に作品をつくっていく段階では，

自分の思いに合った表現が大切であることを伝

え，アイデアスケッチにはこだわらないでいい

ことを確認する。どのような特徴を使ってイメ

ージを変えたいのかを問いかけ，表現意図を継

続させる。表現の途中には，同じ表現意図でも

違う表現方法をしている子どもを紹介し，場所

に関わっている表現のよさや美しさを取り入れ

られるようにする。場所との調和が図れたか，

また自分の表現意図に合っているかなどを確か

められよう，イメージを変えたい場所の写真を

用意する。 
 最後に，本時の活動の振り返りを行わせる。

自分の表現意図や，本時で使ったアルミ缶の特

徴などを交流させる。イメージを変えたい場所

を意識させることで，作品のよさや美しさを見

付けさせ，次時への意欲につなげたい。 



10 本時学習における指導事項・評価規準・指導内容 

 学習活動 具体の評価規準 指導事項 指導方法 

導

入 
 
１

０ 
分 

１． 前時までの学習活

動を振り返る 
 ○ イメージを変え

たい場所 
○ アルミ缶の特徴 

 ○ 組み合わせの仕

方 
 

・ 図工ノートや掲示物を

見ながら，前時までの学

習活動について振り返

っている。（関） 

○ 前時までの学習活動を

振り返り，表したいこと

を明確にもって，本時の

学習に臨むこと。 

・ これまでの活動を想起で

きるよう，図工ノートや既

習内容を振り返らせる。 

２． 本時のめあてを確

認し，学習の見通しを

もつ。 

・ 本時のめあてを確か

め，学習の見通しをもっ

ている。（関） 
 
 
 
 
 

○ アルミ缶の特徴をいか

して作品をつくろうとし

ていること。 
○ イメージを変えたい場

所と変わった後のイメー

ジを明確にもつこと。 
○ ペンチや針金の使い方 

・ 本時の学習の見通しがも

てるよう，どのような特徴

を生かして作品をつくる

のかを想起させる。 
 

展

開 
 
３

０

分 
 

３． 表現意図に合うよ

う作品をつくってい

く。 
 ○ 用具を安全に正

しく使う。 
 ○ アルミ缶の特徴

を生かす。 
 ○ 飾ることを意識

する。 
 ○ 友だちの表現の

よさや美しさも参

考にする。 

・ 材料や用具をつかって

自分の思いに合ったも

のをつくることができ

る。（技） 
・ つくりながら新しい発

想をしたり，つくりかた

を試したりしながら，よ

り表現意図が表れるよ

うに考えることができ

る。（発・構） 

○ 自分の表現意図に合っ

た作品づくりを行うこ

と。 
○ 場所のもつイメージを

変える作品づくりを行う

こと。 
○ アルミ缶の特徴を生か

した作品づくりを行うこ

と。 
○ 友だちの表現から，よ

さ美しさを読み取り自分

の表現にいかすこと。 
○ イメージを変えたい場

所を想起して，自分の表

現を確認すること。 

・ 自分の表現意図に合わせ

て作品づくりができるよ

う，アイデアスケッチにこ

だわらず形を変え，表現し

てもよいことを助言する。 
・ 友だちの表現のよさや美

しさも読み取れるよう，似

たような場所や発想の児

童でのグーピング行う。 
・ 自分の表現意図に合った

作品づくりができたか確

かめられるよう，イメージ

を変えたい場所の写真を

用意する。 
 

終

末 
５

分 

４． 活動を振り返り，

次時の見通しをもつ。 
・ 友だちの作品から場所

やアルミ缶の特徴を生

かす工夫を見付けるこ

とができる。（鑑） 

○ 友だちの作品から発想

をより広げ，自分の作品

づくりに生かすこと。 

・ 本時の振り返りができ，

また友だちの表現意図に

合った表現方法が参考に

なるよう，作品と表現意図

を交流させる。 
 
 

めあて：アルミ缶の特徴を生かして，場所のもつ

イメージを変える作品をつくろう。 



                          

６年  組 名前（            ） 

①アルミの特ちょうは？？ （紙や鉄との違いは？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アルミ缶でこんなことができる！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③イメージを変えたい場所 

 

 

 

〈写真をはります〉 

 

・ 

この場所のもつイメージは？ 

 

                 (な)イメージ 

アルミ缶の作品でこんなイメージに変えたいな： 

 

           に                を置いて             (な)イメージに変える

（イメージを変えたい場所）   （こんな特ちょうやおもしろさを使ったもの） 

・ 

 
☆アイデアスケッチ☆  言葉や絵で表そう 

作品名： 

 



 

時

間 

学 習 内 容 振り返り 

楽
し
く
活
動
で
き
た 

ア
ル
ミ
の
特
ち
ょ
う

や

お

も

し

ろ

さ

を 

生
か
し
た 

場
所
と
の
関
わ
り
を

考
え
た 

友
だ
ち
の
作
品
か
ら

い
い
と
こ
ろ
を
見
付

け
た 

１ 

２ 

○教科書や参考作品を見て興味

をもとう。 

○アルミ缶を加工して，特ちょ

うやおもしろさを知ろう。 

     

３ 

○場所からつくりたいものを考

え，計画を立てよう。 

     

４ 

５ 

○材料や用具を使って、作品を

つくろう。 

     

６ 

○おたがいの作品を鑑賞しよ

う。 

 

     

◎、○、△、×で書こう 


